
 

 

 

 

 

 

 

 寒さの厳しかった 1月 1日からいよいよ令和 2年が始まりました。 

みなさん、明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします。 

1月 8日(水)の生徒集会では、矢部中学校生徒として、残り 3ヶ月をどう頑張っていく

のかを考えてもらいました。 

まず、3 年生には、高浜虚子が、厳しく困難な目標に向かって挑戦していく意気込みを

込めた「春風や 闘志いだきて 丘に立つ」の俳句を紹介し、間近に迫った高校入試に向け

て、決意を持って頑張り、進路実現してほしいことを伝えました。 

また、全生徒には、相田みつおさんの詩「あとじゃできねんだよ

なあ いまのことはいましかできぬ」を紹介して、矢部中学校の生

徒である 3 ヶ月の間にやるべき事をしっかりやり遂げて、義務教

育学校矢部清流学園の開校準備をしてほしいと伝えました。 

子どもたちに対し、学習担当の原島先生や生徒指導担当の武下先

生から、よりよく成長していくために取り組んでほしい事柄につい

て語られた熱い思いを、18名の子どもたちは、真剣な目をして、

集中して受け止めていました。その姿に、今後の矢部地区の発展や矢部清流学園及び自分

たち一人一人の未来を拓こうとする準備ができているのだと感じました。 

 これからも、頑張り続ける矢部の子どもたちへの支援をよろしくお願いします。 

 

 

 学校だより第16号でお知らせしていたLGBTQを中心とした差別をなくす取組

で作ったポスターを八女市スマイルフェスタでご覧になった LGBTQ の当事者や

家族の方から矢部中学校の子どもたちへお言葉をいただきましたので紹介します。 
○当事者のお父様 

 矢部中学校の LGBTQについての取組を見て、勇気をもらいました。

背中を押してもらいました。山の中の小さな学校でも、我が子（当事者）

のような人たちのことを学び、理解し、取り組んでもらっていることに

当事者の親として嬉しくなりました。また、自分のふるさと矢部の子ど

もたちが、LGBTQについて頑張っていることに感動しました。周りの

目が気になって、外に出かけることがなかなかできなかったけれども、

一歩外に踏み出せそうです。私も頑張らないと・・・と思えました。 

○当事者のお母様（当日、坂本先生がお母さんから聞かれた言葉です） 

 我が子のことを理解していると思いつつ、心のどこかで引っかかるも

のを感じていました。今日ここに LGBTQ を理解してくださり、応援

してくださる方が大勢おられたこと、学校で取り組んであることを目に

し、心の引っかかりがとれた感じがします。何の迷いもなく我が子を受

け止めようと思います。 

○当事者（ノゾムさん：映画にも俳優として出演されていました。） 

 セクシャルマイノリティについて、勉強してくれて、理解してくれてありがとう。いろんな立場

の人が、明るく生活できるように一緒に頑張りましょう。本当にありがとう。機会があれば、映画

「虹色の朝が来るまで」を見てくれたら嬉しいです。いつかどこかで会えるといいですね。 

子どもたちの取組が当事者や親御さんを勇気づける素晴らしい取組に広がりました。 
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 1月 8日(水)の時点で、本校職員 1名、矢部小学校児童 1名がインフルエンザに

感染したという報告を受けています。中学生 18 名と小学５・６年生 10 名は、元

気に登校し、まだインフルエンザには感染していませんが、3 年生は、1 月 17 日

(金)から私立高校の入試が始まり、21日、22日、29日、2月 6日・7日・9日・

10日と入試は続きます。 

 受験を控えた 3 年生の感染予防のため、矢部中学校

内でのインフルエンザ対応を開始しました。具体的に

は、一時的に全学年の移動教室をやめ、3年生だけ 1階

の数学教室で授業を受けたり、3年生をランチルームか

ら外して、調理室で給食を食べたりします。ご家庭でも、

十分な睡眠、栄養補給、水分補給、うがい、手洗い、マ

スク着用等の対応をお願いします。万全な体調で受験を乗り越えましょう。 

   

 

 12 月 18 日(金)に福岡法務局八女支局長の萩尾徳行

様から人権作文の学校表彰を受けました。本校では、全

ての子どもたちが、人権について考え、それぞれのテー

マで人権作文に取り組み、コンクールに応募しました。

その成果を認めていただいての表彰となりました。八女

市全体から 5校が選ばれての受賞だったそうです。 

それぞれの子どもが書いた作文の内容が、日常で実践されることを信じています。 

 

 

 昨年の 12 月 26 日に生徒会研修会が行わ

れ、私は、大野勝彦さんの詩を紹介し、強い思

いで生徒会としての夢を見続け、叶えてほしい

というお話をしました。1月 8日(水)の集会で

の生徒会執行部からの話を紹介します。 
○生徒会長 Ｙ・Ａさん 

 今日は 2020 年になって初めての学校です。早速、

今日の 5・６時間目には、新年揮毫会があります。そし

て、明日１・２年生は冬休み明けの課題テスト、3年生

は、最後の学力分析テストがあります。これまで練習や

勉強してきた成果が出せるように集中して臨むように

しましょう。また、1 月 2 月は、3 年生の入試、１・２年生の総まとめテスト、第 4 回定期考査

などもあります。先の見通しを持って、学習に取り組み、学習面に関しても、それぞれの総まとめ

そして、次の学年に向けての準備をしっかり行うようにしましょう。冬休みが終わり、今年度も後

3ヶ月ほどで終わってしまいます。各学年の残り 3ヶ月をどのように過ごしていきたいか、見通し

を持って活動していきましょう。専門委員長が、3ヶ月間意識して頑張ってほしいことを伝えます。 

○生活健康専門委員長 Ｋ・Ｈさん 

 規則正しい生活を心がけ、毎日を楽しく過ごしましょう。誰にでも挨拶をきちんとしましょう。

掃除もみんなで積極的に集中して行いましょう。 

○学習文化専門委員長 Ｋ・Ｋさん 

 前回の基礎計算コンクールでは、6年生に負けました。高校入試にも計算問題は出ます。しっか

りと計算力を付けてください。また、言葉や漢字を正しく使いこなせるようになりましょう。 


